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名古屋市における統合保育の課題
一自閉症児との統合保育の事例を通して考える一
酒 井 教 子
要旨　本研究の目的は、名古屋市の統合保育の課題について明らかにすることである。
名古屋市の障害児保育は、統合保育として積極的に取 り組まれてきた。現在ほとんどの保育所で障害児を

















所児の自閉症候群が他 の障害 と比べ増加 していること、自閉症児を含む統合保育の実践研究や障

















屋市の公私立保育所の5歳 児を対象にしたアンケー トの結果(139園中128園からの回答 合
計3106人)によると、軽度発達障害(ADHD、高機能自閉症、その他〉が診断されている子
の合計123人(全体に占める割合3.9%)に対して、軽度発達障害 と診断されていない子(ADHD




名古屋市では障害児保育 を開始 して以来、統合保育の研修 を継続 してきている。講演を聞 く
集合研修の他に、講師の助言を受けなが ら4)1年間のグループに分かれての共同研究をすすめ
ている。特に、 自症児 との統合保育については、継続テーマとして取 り組 まれてきた。筆者 も



















豆.統 合保育実践 の事例 か らの考察一C男 との統合保育 の経過 を通 して








【事例l C男の好 きなコーナーづ くりでクラスが落ち着 く】
[4歳児クラスの様子]









めるまわ りの子をな ぐさめながら保育者も両者が一緒に過 ごせるためにどうしたら良いか悩ん
だ。C男 の遊ぶ様子をよく観察 してみるとC男 はままごとで遊ぶより、ままごとのシンクにお
もちゃを入れてガチャガチャ音がするのを楽 しむ感覚遊びを楽 しんでいるのがわかった。そこで
シンクに布を張 り音が しないようにしたがC男 は布 を取ってしまう。保育者はどうした らC男
の音が出る遊びを楽 しむことを保障 した らよいか相談 し、C男 の興味の持てそうな色々なおも
ちゃを用意 して試みた。






4月か ら新 しく障害児対応保育士 となったC保 育士は、C男 とのコミュニケーションのとり方
を工夫 して取 り組んだ。
まだ言葉のでていないC男 は、気に入らないことがあると奇声を発 したりお もちゃを投げたり
する。C男 は要求を言葉で言えないので、C男 の好きな遊びのビー玉の写真や事務室などの写真
をファイルに入れておいて、おもちゃで遊びたい時や好きな場所に行 きたい時ファイルの中から
カー ドを選び保育士に渡すようにした。カー ドを渡された保育士はす ぐに要求に応えてあげると











①スリッパを履 く ②パ ンツを下ろす ③おしっこをする ④パ ンツを上げる ⑤手を洗 う
⑥スリッパを脱 ぐ ⑦スリッパをそろえる
2)活動の前や午睡前後などに トイレの写真を見せなが らトイレに誘い表を確認 して入る。
保育士はC男 に トイレでの排泄の習慣がつくように繰 り返し誘った6あ る日遊戯室で遊んでい
たC男 の目の前に、2歳 児クラスの子 どもたちが来て トイレに入った。一人一人保育者に援助さ












4歳児クラスの時と同様に部屋にC男 のコーナーを作 り、C男 の好 きな車のおもちゃや本など
を置き部屋で遊べるよう工夫した。夏のプール遊びを楽しんだ頃からC男は、牛乳パ ックで部屋
の壁に貼って作ったピンポン玉を転がすゲームやコーナーにあるポケモンの絵本が気に入ってク
ラスで遊ぶ姿が見 られるようになってきた。夏まつ りや運動会はC男 の好 きな遊びをてがか り
に取 り組んだ。12月には 「劇遊びの取 り組み」があった。
劇遊びの取 り組み
① 劇遊びのテーマはイメージの持ちやすいものにする。
10月に遠足 で水族館 に行 く経験 をした。その後 「スイミー」の絵本を読む。C男 は絵本 を
見 られないが、劇遊びのイメージ作 りに 「ニモ」のビデオを見せるとよく見ていた。最初、ク
















り、追いかけごっこを楽 しんだ りして参加できるようになった。C男 の世話をよくして くれる
D男 にリー ドされなが らスイミーのせ りふの一部を時々言うなど楽 しみなが ら参加するように
なった。当日は担任が中心になりC男 を援助 したが、友だちにリー ドしてもらったり、自分













○感覚的あそびを楽しむ:音 が出るおもちゃで遊びたい → 他の子は邪魔になる
→ コーナーから追い出す
②他児の発達過程
○ごつこ遊びを楽 しむ:お もちゃで友だちと遊びたい →C男 に追い出されるがどう
対処していいかわか らず泣 く → 保育者に訴える
第三に、保育士の働 きかけの試みであるが、上記のようにC男 の発達過程 と他児の発達過程を
理解 し、両者の遊びをそれぞれ保障するよう保育者は働 きかけていくことが必要であり、今回の
事例では、「C男の好 きな遊びを保障するコーナーづ くり」を試みたものである。
以上のことか ら、統合保育では障害児 とまわりの子の発達過程の理解に基づ き、両者の遊びを
保障する環境づ くりが必要である。特に自閉障児の感覚が敏感な点を配慮 して取 り組む必要があ
る。そのためには子 どもの姿をよく観察 して環境づ くりを試みることが大切であることが指摘で
きる。
(2)〈保育士とのコミュニケーションの様子〉について考えてみる。
4月から新 しく障害児対応になったC保 育士は、気に入 らないと奇声 を発 した り物を投げ混乱
するC男 とのコミュニケーションを意識的に試みた。
第一に、保育士の働 きかけの視点 としては、C男 の要求を受け止め、伝える相手が保育者であ
ることがわかるようにする。要求の手段はことばだけでなく色々な身振 りやクレーン、指差 しな
どの非言語コミュニケーション11)を見つけ受け止め、C男 にわか りやす くするため写真や絵の
カー ドなどを使い援助する。
そして保育士の働 きかけとしては、
①C男 の遊びたい要求を保育士が作成 した好 きな物の写真や絵のカー ドを示 し受け止めてあげ
ると、 自分か らカー ドをもってくるように変化 した。
②今まで人に頼 らず困ると混乱 してパニックになっていたC男 の気持ちを受け止め、保育士が
C男の様子や態度か ら推測 してパニックになる前に援助 してあげると、保育士を頼るように
変化 してきた。コミュニケーションの対象者であると意識づけるよう働 きかけた。毎 日援助
してくれているC保育士への愛着関係が生まれてきた。
③手の絵 を描いたカー ドでや り取 りし、「ちょうだい」を自分から意思表示するよう働 きかけ
るとカー ドを自分か ら出し、意思表示するようになった。
④写真やカー ド、絵本の絵などを指差 し、言葉をゆっくり添えて伝えるようにするとC男から

























第一に、保育士の取 り組みの視点 としては、5歳児 クラスの行事の取 り組みは、クラスの目標
だけでなく、一人ひとりが目標を持って参加することが大切である。特に障害のある子 どもの場
合、発達過程を理解 した個別に応 じた目標 と集団の中の一員としての関わり方を配慮 した目標を
立てることが必要である。


















みは、図2の様に保育士か らの働 きかけだけでなく子 ども同士の関係づ くりの視点か らの働きか
けが必要であるといえる。
第二に、重要なのは保護者への援助 という点である。行事の取 り組みは、クラスの目標だけで




以上のことから、5歳児クラスの行事の取 り組みは、障害のある子 どもの場合、発達過程 を理
解 した個別に応 じた目標 と集団の中の一員としての関わり方を配慮 した目標 を立て為 ことが必要
である。「クラスの指導計画」に関連 した 「個別指導計画」を作成することが必要である。また
保育士からの働きかけだけでな く子 ども同士の関係づ くりの視点、後藤15)が指摘する集団とし
ての育ちあいの相互作用からの統合保育の取 り組みが重要である。
皿.統 合保育 の課題 と今後の展望
1.障害児理解について






べ、「障害についての理解」 と 「個々の障害児に対する理解」という2つ の視点の必要性を指摘





2008年3月に告示 された 「(新)保育所保育指針」(厚生労働省告示第141号)の 「第4章
保育の計画及び評価」の 「ア指導計画の作成」に当たって留意事項の1つ として、「(イ)子ども
一人一人の発達過程や状況を十分に踏まえること。」とある。
C男との行事の取 り組みの事例でみられたように一人一人の子 どもの発達過程を理解 し 「子ど
もへの理解」 と 「援助の方法を試みる保育実践」が必要である。


































番困っているのは本人」であ り、混乱 しないようにその子がわかりやすい環境 をつくり援助す
る19)という視点で 「皆 ともだち」を合言葉に職員間で連携 して統合保育に取 り組んできた。
1)園全体で連携 して統合保育に取 り組む
最近ではクラスの中に気 になる子、 目が離せない子として 「落ち着かない子」「友だち
と トラブルが絶えない子」「乱暴な子」などが目立つ ようにな り保護者自身も叱って も状
態がよくならず周囲か ら養育態度が悪いか らと責め られどうしてよいか悩んで精神的に不
安定になっている場合がある。混乱 した母親自身への援助が必要となることもある。杉山








クラスに複数障害児がいる場合(担 任への援助)を 図に示す と以下のようである。
注)「名古屋市障害児保育20年誌」p.86




固に形成されてい くと、介入 しようとする人を手で振 り払うなど、人 との関係が結びに くく





























巡回指導の先生 と保護者 ・保育者 との連携の形成など、園内外の関係者との連携のコーディネー
ター役 としても園長の役割は重要である。
C男の事例で見 られたように障害児にとって身近な信頼できる大人がいる人的環境が大切であ
り、いっしょに生活 し、ありのままの姿を受け止め、いっしょに笑って くれるまわ りの子どもた
ちの存在が必要であ り、共に成長できることが大切である。





























萩野美佐子、p.5、言語以外のものを非言語コミュニケーションといい7割 ～9割 が非言語 コミュニケー
ションに依存しているともいわれていると述べている。












依存 して学んでいきます。」と指摘 し自閉症の人のテンプル ・グランディンの例を引いて視覚による情
報から考え学んでいるかを説明している。自閉症の人たちにとっては環境調整の必要性がある。
20)杉山登志郎 「「発達障害」をどう捉えるか」『発達』Nα115.2008年、 ミネルヴァ書房、p.21、p.27
211西村章次著 「自閉症 とコミュニケーション 心とことば」2004年、ミネルヴァ書房、p.2で西村はコミュ
ニケーションの定義に触れ、本書では 「感情交流を内包 した人と人とのかかわり」と定義 したいと述べ
ている。西村は,循 環的行動はピアジェがいう循環反応を指すものと考えてよいと述べている。
22)16)川瀬正裕前掲書
23)1)酒井教子前掲論文、p.167参照
(研究紀要編集部は、編集発行規程第5条 に基づき、本原稿の査読を論文審査委員会に依頼 し、本原稿を
本誌に掲載可とする判定を受理する、2008年10月16日付)。
